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図 11 閲覧予測時間と各学生の実際の閲覧時間の関係

学生AとBは成績上位者、 Cは成績下位者

4.教員・学生にとって有効な学習方略を検討（LearningStrategies) 

e-bookログと自己調整学習意識の尺度（Pintrich& DeGroot, 1990）を利用し、両者の関係につい

て研究分析を行った（Yamada,Yin, Shimada, Kojima, Okubo, & Ogata, 2015）。

4.1.試行調査対象

試行調査対象となった授業は初年次向けの情報科目であり、受講者は 34名で、あった。当該授業

では、学習管理システム” Moodle”と eBookリーダーである” BookLooper”が使用されており、教

員は授業資料を BookLooperで、配信を行った。学習者は BookLooper上の資料に対して、マーカーを

引く、メモをつけるといった学習行動を取ることが可能となる。

4ム分析方法

自己調整学習意識の測定については、 TheMotivated Strategies and Learning Questionnaire (MSLQ) 

(Pin位ich& DeGroot, 1990）を使用した。本尺度は自己効力感、学習内容の内的価値、認知方略、自己

調整、テスト不安の 5因子 44項目から構成され、受講者には 7段階評価（1：全くない～7：とて

もある）で回答を求めた。本項目についての解答を授業開始前と後の 2回求め、収集した。学習ロ

グについては、マーカーの使用回数、 5秒以上閲覧したスライド数、メモの数について収集した。

分析は、自己調整学習尺度の 5因子について、各因子の合算得点を求め、授業の事後から事前の合

算得点の差分を、自己調整学習意識の変化心理量として使用した。その自己調整学習尺度の各因子

における変化心理量と各学習ログ、について、 Spearmanの順位相関係数を求め、自己調整学習意識と

学習ログ、の関係性について分析を行った。
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4ふ結果

結果は下記の表 1に示すとおりである。表に自己調整学習尺度の各因子と学習ログの相関係数を

示す（上：相関係数、下：p値）。

表 1 自己調整学習尺度の相関分析

自己効力感 内的価値 認知方略 自己調整 テスト不安

マーカー数 0.334 0.317 0.118 0.064 0.065 

0.066 t 0.082 t 0.527 0.731 0.728 

5秒以上閲覧し 0.146 0.107 0.276 0.085 0.010 

たスライド数 0.435 0.569 0.133 0.651 0.960 

メモ数 0.362 0.171 0.198 0.065 -0.260 

0.045* 0.357 0.285 0.727 0.157 

*:p < 0.05, t:p < 0.1 

分析結果より、メモ数と自己効力感の聞に有意な正の相闘が確認された。またマーカー数と自己

効力感、マーカー数と学習内容の内的価値の聞に有意傾向を示す正の相闘が見られた。閲覧のみで

はなく、マーカーの利用やメモなど、具体的な学習行動が自己調整学習意識の自己効力感を高める

ことが示された。これらの学習行動は認知学習方略に区分される。学生が、認知学習方略を利用す

ると認知的な負荷が高まり、この負荷が学習における達成感や有能感を向上させる可能性が示され

た。この結果は、 e-bookにおけるマーカーの利用やメモなどの機能の更なる充実により、これらの

機能の利用促進を図ることが、学生の自己調整学習意識における自己効力感を高め、積極的な学習、

アクティブ・ラーナーとしての学習に繋がる可能性を示唆する。

6.まとめ

本稿では、教育・学習改善を目的とした学習ログの分析・可視化の手法を紹介し、それらがアク

ティブ・ラーナーの育成にどのように関与するかを示す研究事例を述べた。今後は、学習ログの収

集・分析の拡充を図り、長期的にシステムを利用することで得られる効果を、引き続き調査してい

く必要がある。
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